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とても疲れる
47.3％やや疲れる

46.2％

あまり疲れない
4.5％

まったく疲れない
0.2％

どちらとも言えない
1.4％

無回答
0.3％

ほとんど
ない
16.9％

10時間未満
35.7％

10時間～
20時間未満
25.0％

20時間～
30時間未満
10.7％

無回答0.8％

わからない
2.2％

30時間～
40時間未満
4.7％

40時間～
50時間未満
2.2％

50時間～80時間未満
1.2％

80時間以上
0.7％

３ 労働実態

１．「疲れる」の回答が９割を超える（図３－�）
普段の仕事での疲労感は、「とても疲れる」４７．３

％、「やや疲れる」４６．２％を合わせると９３．５％で、
圧倒的多数が疲労感を訴えています。職種別では、
「とても疲れる」の回答が「看護職」５８．４％（やや
疲れるを合わせると９６．５％）で最も多く、次いで「介
護職」４８．７％、「医師」４２．８％などの順となってい
ます。
２．１カ月の時間外労働（図３－�）
１カ月の時間外労働は、「ほとんどない」は１６．９

％、「１０時間未満」３５．７％、「１０時間～２０時間未満」
２５．０％、「２０時間～３０時間未満」１０．７％などとなっ
ています。過労死警戒ラインとなる「４０時間～５０時
間未満」２．２％、「５０時間～８０時間未満」１．２％、危
険水域の「８０時間以上」も０．７％で、合わせて４．１％
が過労死ラインに触れています。特に「医師」（２８．
８％）においては、４人に１人以上が過労死ライン

となっており、「８０時間以上」が１１．４％と突出して
います。
３．４割が不払い時間外労働

１カ月の不払い時間外労働「ない」は５０．９％、「５
時間未満」２０．６％、「５時間～１０時間未満」１０．４％、
「１０時間～１５時間未満」４．３％などとなり、３９．７％
が何らかの不払い残業があると回答しています。職
種では「看護職」が５１．６％で最も不払い残業が多く、
年代別では「２０代」が４６．４％で最も不払い残業が多
くなっています。

図３－� 疲労感 図３－� １カ月の時間外労働

「２０１５年春闘・働くみんなの要求アンケート」結果

医 療 労 働４５



（％）0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

福利厚生が充実していない

経営状態がよくない

自らの健康も守れない

経営者や上司が横暴

職場の人間関係が悪い

教育制度がよくない

医療・看護内容が悪い

母性保護が守られない

人員が少ない

仕事がきつい

夜勤が多い

休暇が取れない・少ない
時間外労働が多い

労働時間が長い

成果・能力主義が強まっている

一時金が少ない
賃金が安い

４ 職場での不満と政治への要求

１．職場での不満（正職員）の１位と２位は、「賃

金が安い」と「一時金が少ない」（図４－�）
正職員の不満は、「賃金が安い」５２．１％、「一時

金が少ない」４１．１％、「人員が少ない」３８．６％、「休
暇が取れない・少ない」２８．５％に集中しています。
低賃金と人手不足の実態が浮かび上がっています。

図４－� 職場での不満（正職員）

医 療 労 働４６



0 10 20 30 40 50（％）

その他

ただ働きがある

労働契約が守られない

同僚・上司との人間関係

正社員との賃金・労働条件の格差

無回答

正社員を希望しているがなれない

仕事がきつい

職場や仕事がなくなるのではないか

雇用契約が更新されないのではないか

休暇がとれない

労働時間が短い

労働時間が長い

賃金が安い

２．正職員以外の職場での不満１位も「賃金が安い」

（図４－�）
正職員以外の不満では、「賃金が安い」４４．４％、
「正職員との賃金・労働条件の格差」３４．２％、「雇
用契約が更新されないのではないか」１４．５％などと

なっており、賃金、均等待遇、雇用に対する不満が
上位となっています。

図４－� 職場での不満（正職員以外）

「２０１５年春闘・働くみんなの要求アンケート」結果

医 療 労 働４７



景気・物価対策、中小企業振興

年金改悪中止、最低保障年金確立

消費税増税阻止、大企業・金融ファンド・富裕層への課税強化
医療・介護総合法の施行中止、

保育制度の改善、生活保護改悪阻止

原発事故収束、再稼働阻止・原発ゼロ、
再生可能エネルギーへの転換

震災復興、被災者の生活再建、原発事故の損害賠償

時短、労働安全衛生・メンタル対策

食の安全・食料自給率向上、農林漁業振興

最低賃金の大幅引上げ・全国一律制導入、公契約法・条例制定

集団的自衛権などによる憲法改悪反対、
思想・表現の自由など民主主義原則の尊重

教育費無償化拡大、公的教育充実、教育制度改悪阻止

派遣自由化、残業代ゼロ、限定正社員、
解雇自由化などの安倍「雇用改革」の阻止

米軍基地の国外移設、オスプレイ撤去、核兵器廃絶

ＴＰＰ参加撤回、特区制度等による規制緩和中止

公務員の給与制度見直し・公共サービス切捨て撤回、
国の出先機関廃止等、国の責任の自治体への押しつけ阻止

安価な公共住宅や家賃補助制度

性別や雇用形態、年齢による処遇差別根絶、均等待遇実現

防災対策・生活関連公共事業の充実

無回答

0 10 20 30 40 50 60
（％）

51.2
40.9
39.5

37.0
31.9
31.1

28.9
22.2
21.5
21.2
19.2
16.8
16.2

12.7
9.2
8.8
8.4
8.1

5.6

ある程度
期待している
3.9％

どちらとも
言えない
23.5％

やや不安
を感じる
22.2％

不安を感じる
41.7％

期待している　1.0％
無回答
7.7％

３．政府に対する要求（図４－�）
政府に対する要求では、「景気・物価対策、中小
企業振興」５１．２％、「年金改悪中止、最低保障年金
確立」４０．９％、「消費税増税阻止、大企業・金融フ
ァンド・富裕層への課税強化」３９．５％、「医療・介
護総合法の施行中止、保育制度の改善、生活保護改

悪阻止」３７．０％、「震災復興、被災者の生活再建、
原発事故の損害賠償」３１．９％、「原発事故収束、再
稼働阻止・原発ゼロ、再生可能エネルギーへの転換」
３１．１％の順で高くなっています。昨年の１位「医療、
介護…」が４位となり、３位「景気対策…」が１位
に入れ替わりました。

５ 原発再稼働に対して

原発の再稼働に対しては、「反対」が４９．８％で過
半数、「どちらともいえない」４１．８％、「賛成」は
５．５％でしかありません。

６ 安倍政権の政治運営と政策（図６－�）

安倍政権の政治運営と政策に対する感じ方は、「不
安を感じる」４１．７％、「やや不安を感じる」２２．２％
で、合わせると６３．９％が不安を感じると答えていま
す。「ある程度期待している」３．９％、「期待して
いる」１．０％で、期待感は４．９％しかありません。

図４－� 政府に対する要求

図６－� 安倍政権の政治運営と政策

医 療 労 働４８


